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研 究 内 容 ⃝ラット胃バンディングモデルの開発
　2005年に臨床で肥満外科手術である調節性胃バンディング術を導入し、同時にラット胃バンドモ
デルの開発を行い（論文1）、内臓脂肪切除の糖代謝における上乗せ効果を検討しました。

⃝ラット胃バンディングモデルとスリーブ状胃切除術モデルの比較
　新しい術式であるスリーブ状胃切除術のモデルと胃バンディングモデルを糖代謝、胃腸の食物通
過時間、脂質代謝、摂食中枢について比較を行いました。スリーブ状胃切除術は食物の通過時間を
短縮させ、糖代謝をより改善しました（論文2）。またスリーブ状胃切除術は脂質代謝もより改善し、
血中のグルカゴン様ペプチド-1やpeptide YYを上昇させ、グレリンを低下させ、摂食中枢を不活化
し満腹中枢を活性化しました（論文3）。 この結果、スリーブ状胃切除術は単なる摂食を抑制する手
術ではなく、消化管ホルモンの分泌を変化させる、いわゆるメタボシックサージェリーであること
が明らかになりました。

⃝ラットスリーブ状胃切除術モデルにおける脂肪肝改善メカニズムについて
　ラットスリーブ状胃切除術モデルの肝臓において胆汁酸をリガンドとするfarnesoid X receptor 
（FXR）とその関連する因子の活性化を認め、スリーブ状胃切除術の脂肪肝改善メタニズムを明らか
にしました（論文4）。
 

研 究 業 績・
アピールポイント

　15年を超える肥満外科の基礎的研究により、肥満外科手術、特にスリーブ状胃切除術の代謝改善
や摂食行動変化のメカニズムを明らかにしました。今後はさらに胆汁酸や腸内細菌、短鎖脂肪酸の
変化について研究を進めたいと考えております。
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